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晦梨県金嬢由地城の花闘職類とベグマタイト
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　金峯i．1．1塊は中生麟を貫く花騰岩底盤を主体としてお

参ジ　季薄営党博隅る翼窮蒲撃蚤薄護は繋拝璽、．i二いくつかにラ｝けらオ灘黒　1舞

塊の北藤部から南東部に向かウて酸性から塩基性とな摯

ほ1蜜集挙岸伏に養テ塘ざしている、

　ペダマタイ1・は中生層を含め花騨愚類全般にわプ票ン瀦て

歪〉誘yしてマ・る力藁ラ　とくに鐸愛鷺鉱の才嫁鋤繋馨蘇llこ導歎く多翻違亙副』て

お嚢，形態的には不定形小塊状（ポケゴ・ト状）・脈状あ

るいは；轡塊状を呈し，構成鉱物からはCぜ）石英・発翫縫石

およひぐ臼雲長黛からなるもの　　（鋤石謬篤を逢三と　しi舗雲織を

俸うもの　的石英を主とし・灰重石・輝水鉛鉱および黄銅

鉱などの金属鉱物を伴うもの　　栂単牽騨茎英脈にづ〉けられ

る韓　その二多くは離1藩敬生｝であって伊　幡く凝葦・その／慮の結離趨葦1

物を伴うが，地区によ聲鉱物の種類・水鵡の晶相などに

辱寺徴がある，、

屡．　　1賦　し，　力零　嚢

β、1梨斡長野両県に談たがる金峯1、1、1は， －古くから擁慧磐算こ

お1』，ナる｛橋掛避1約な雌く離1畷擦惣とL〆・て懇1らオ駕ている轄　劇，．．かし、鎌：

物の分布および産状は蓋部を除いてほとんど明らかでな

く票　また隻蜜嚢婁も禽金麟1鱒こタ雛らオ㌻ていない離

　筆者は，　　　　数麟にわた．って鐵地、域の地質と鉱物

に〆）いて擁／：分i物に霞欝鍵釜し、た．慧とがあ婁ラ　た1またま1蝦潜終（）
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i憲　ナ藁　奪覇　畿　1響 月報　く第置ヤ巻　璃参　蹄）

年3湘，公益事業燭の葺嘱で約i硫鰍、地域内数カ所の地

質／既雛蚕を蓄了なったので費3金峯1購事iぜ糾灘1（lj．麟嬉響斗預i／）の才鉱

闘岩灘璽と／・ミゲマタイi・につミ

とめて報｛、芽する．

》・てこれ、ま寧姶グ）離耀・をと蓼、蕪

鷺，地　　形

　怒熱．Ll塊は海抜蒙，灘岱撚の金　　山を三窪三峰とする急峻な

山地で，南に灘する甲府盆地よ蟄窯，500顯の比蕩を童、．

てレ・る、）撒グ）山舞総の嚢1聾窪．八ケ煮務ゾく蕪．霧鐸のノ去．大な肇麟璽予に／幾

し，二翫お煮よllび葬濃まそオ㌻ぞ博芝ノ千讃i／li・慧韓欠川を墨菟とし壕i失・父

・屑豊斐1i諺磁と連なっているむ

　山f陵ヴ）方簡は1灘繋、壽、醤と菰れに交じわる北北罪蓑…南南

灘が強くあらわれ，顯著な菱形地形を契する。

　山塊、の瀬麓から購麓毫、㎜、醒ナて海抜茎，暮○○翻以事ではあ

るが不調和にそばだつ横尾山・雪“ケ儒弓、！，冨士および水

ケ森などの爵々があるが，これ薪の山慧1いずれ、も蕪霧響澤二

後半ないし第簸紀の火継．霧、、類からな鷲、ている9

　溝川はときに深い峡谷をつくるが，夢くは幅嵐い導f奮

谷とな撃てお縫，それに沿やてll．1低鷺段の段庶が発達

し，甲府盆地に至って広大な扇状地が形成さ趨．ている。

　　　　　　　　　諺．　嫌隻質賦）概饗

金獅峨，鯛映主部を構成する才繭華瀕は，鞍凋辺

に分布する中盤騰（小河内叢㎜，群鵜よび小仏嚢考洋）を貫

魏ま撮綻れをル…フペンダント撫羅順などぴ）ll所

に取誓かこむ。これを覆って猶ぎ部および網部に鮮新世～

第懸紀の火由鴇類が分搬している　（第黛図）。

　難璽　花溺矯に貫かれ鵯申盤懸

　蟻地城の；匙半部，すなわち千鐵洲に沿い分布する墜硬『

な厚い板状砂撃／l婦」　鐙塀互麟およびそれに挟塵潔．る

ヂヤ…トカ爵なる一連の地層は，善遜多摩i地域の小河内震i

群の茜方廻i長とみなさオ㌻，全療勘的藍走陶WN㌻～業妥傾毒誓N

である。本簾繋汰率韓為4醤菊ブyおよび川端下付近で花1蒙、1畢でと

接触するが欝その撲i触部に規模の漆・なり大きなスカルン

亭替治黒襟三／幾さ勲，てレ・る箒

　　1地域の南半部に1分齢する砂跨ノ鱒彗鱗1韓i　l／灘およ

揖耀鞍／！はラジ墜波露洩薫域ぴ）小μ“1零垂の群蟹プ添艇．長と、翫多建も季

一般的紅走陶W繕醜傾斜Nであ』るが，個々の地区では

複雑な構澄を示しでいる。笛吹絹流城・主稜1ま．i頂部では

熟として糸1瑠窺爺少撃｝力為らなるが，毒烈驚簸i灘にわた鷲，て著しく

ホルンツ溝ル猟化している，、荒州流域薪）猫坂付近で撫ぎ

華1層薄らな夢，潅菰川～と流燵1区では蓑鱗欝1犬のぞ沙躍iをと頁キぎと

の贋1／襲1が塞三で努こ才しに一や嘆璽謬い参欝1犬馨沙燐・が餐襲談離、て“い

る。こ慧では花崩岩紅接す｛凱駐近の部分のみがホルンツ

凱ノレスイヒして㌔・る，ヌ

　小油醗群および小μ・脚1靴みられる講碗の；1餓．に

対する花醸矯 搾）景ノ響は雛懸二によりかな！りの難があ1），　老

般的に東測あるいはルー一ツペンダント状部分によ！）強

く・よ婆広範にわた！りあらわれ，灘方に次第に弱くなっ

ている．

　難．量花輝岩類

　塗生層を貫く花闘岩類は広い地域を占めて露出し，そ

の岩相は地城的に変化している．ほぼ御岳昇仙峡と国師

岳とを結ぶ線以翼では優白質粗粒の黒雲母花簡岩が分布

し，獲の茜端部蹴）塩ノllの支流本谷川流域から金勤恥朝
1．1欝の稜線帯の高所ではアプヲイト質もしくは署英斑岩

とな蜘　とくにここでは石英が著しく斑晶状おなる。

　昇抽峡一圏師揺・以東の地域では種々の花嶽閃緯器が蕉

嚇している．

　牧．疑町塩平付近でもは二大型の角閃石を特微とする角閃着

花樋閃緑癬が分布し，笛吹川噺1＝二流域では黒雲母花鰻閃緑

転肋源ルンツ瓢ル撒をルーツペンダントとして広くあら

われている。この黒雲母花謝閃緑燐は中粒グ）・やや優白質

のものから細粒の優黒質のもの叢で爆相変化がはげi副、

く，また角片状ホルンフェルス・細粒閃緑岩などを捕獲

し、・，　ときにその叢勲力三おびたヅごし、，い。

　きらに笛吹川支流の徳和駕・i琴川および鼓川申流をむ

すび，変綴する安山岩とこれを欝く細粒の角閃際石英閃

緑熱1がサンド群イツチ）沃とな、ゆて讐N£～s8㌻翠1方向に

延びて分布し。ている。

　以上の各婚石分布を総括すると，NW一慧鱈に向かって

　　　アプライト質一花崩岩

　　　黒雲母花嵐智

　　　マ慧嶽獣1編》鍛

　　　角閃了ぼ花醐閃緑磯

儲畿矯緑聯・

　　　軋変質安ll、1岩

　　　県、讐響鰐翻霧醐閃撃鍛肇｝

の順で，ほぼ酸一陸から塩基性へと禦帯状に配列してい

る。これらの嶽賓相互ヂ）関係で影汰，変質安爵岩には各所

でホルンツ瓢ルス岩体がみられ角閃噺石英閃緑繕1こは変

質安1焦岩が捕獲されてお勢，　（徳和部落に．おける大きな

転貰でみられる・図版翌）・黒雲母花闘閃緑岩・角閃署花

醐聞緑燐にはともに塩基性の捕獲岩のきわめて多いこと

カ・ら，　麟ぐ入の前至菱撰聾系については

　　　　　、花謝閃緑癒熱

　　　後角閃石際讐閑緑岩
　　　　す

　　　先　変質安出岩

　　　　　「ノ」、｛ム鐘欝嚢羊

の順とみられる、花閥閃緑岩類・黒雲母花騰岩ゼγプラ

イト質花謝繕における関係はi部では漸移とみられるが

．ノ・．体的には窪だ資料に乏しく不明である，、

茎遷一ぐ器塾§〉



晦梨1繋毒山地域の花崩鰻類とペグマタィ　ト　（松原秀樹）

　縫寺争樽については，柴田瀞は化静挺戎分力纂らン熟雲母才鉱騰鑑｝

・マ酬卜鵜賛擁最楚鋒ま臼亙膿紀・石夢閃緑紹・は中静1世と黛つの欝ζ

入期を推定している．一方，これ嶽で多くの謬えは第三

紀としており，最近，角閃蕎署英閃緑岩がゆ噺世の変質

筆ぞ1還轡を華ζく霧翼1嚢1も薄漿告・麟され、ている韓

　筆者の湾弊藁議趨i灘ではノ！、仏／藩堆率責後とされる拶）みで磯証

はない，しか瓢，花簡羅に1伴うペグギタイトより含ボ欝

ン鉱彗吻（奪欝気石・斧石）が・各蝿三でみいだされ，肇そ才しが誕ギ

爾鼠本外帯の花醐鰻の特徴と：共．濾する点から第三紀の可

能性が事撫いと摩蓉え．られ、る。最遇ン　河塁浮ポ植1疑鐸こ，よるK一一

A絶対勲代測定き）によ鳶～鵬昇伽墜の黒雲母花齢1・塩

i．数1北方柚ド1の黙雲母芋蔭崩閃緑1岩は轟脚§×i（〉毎年（剛期魚纂

新鍵）を承し多第三紀謙を畏欝きする藩果がでてレ・る、

　韓．灘　花鱒岩噺覆う火山潔類

　碧1期の火山岩萎翼は霞舞淫欝か1購鄭のμ．呼毯中彗愛鉦駄 iぐに分噴￥

し，その，無盤面は起伏に窟んでお蓼，垂奪時の溌規轍削ら

れていた状態を示している。

　塩川1急流地域ではゑ花騰嚢の礫および砂のみからなる

辱1さ岱o撒以、皿hの未1劃糸吉の礫層が1分布上不規則に発鐸嚢して

お餐，一，兇，段 翫堆積物様を呈する。韓の礫麟は火山石

類の下部を占めるもので，その上は漸次凝灰質とな診，

さらに角閃；石安由尉・凝灰鶴礫嚢に移化し，その最、1二部

には輝石安山岩が地矩ノ上の高所を滋めてほぼ水平に分獲

している。

　荒川申流地域の火山岩類は第霞紀初めに濡動した茅ケ

岳火1、1、1の噴出物の謹部であり，角閃石安1、1蓬岩・軽石流堆

積吻・凝灰角礫岩および凝灰岩を主として火山礫層をは

さみ，大規模（幅鍵G獄以上，延長氏m以上）な安山岩岩

脈に貫かれている．この噴出物も蕊部では購河道を埋め

ている状態を示している、

　山塊の各河川には，それに沿って1、，1低黛段の段、段がよ

く発達し，花闘岩・中生層の砂岩および翼旛，ときに安

山岩類を含む未園結の砂礫からなる．

毒．　ペグ㌧Ψタイ　ト

　嬉．諺　分布と欝露態

　金峯1、1醜の花崩鱗類にはベグでタイト・ペグをマタイト

質石英脈およ一びアプラィトなどの、岩脈がきわめてよく発

達して、お韓，ほとんど全般にわたって分布熱ている．窯

魅た講辺の中生層にも貫入することもあって，その範囲は

北は千曲川をへだてて想上村大深1、ll付近，東は丹波μ、1地

大菩薩嶺に塞でおよんでいる（第3図）（図版驚，鮒．

　その産出頻度と母岩との関係をみると卵黒雲母花謝岩

・アプライト質花嵐岩に星）ウとも多く存識三し，次いで花

嶺閃緑岩・さらにその他の岩類の順に減少気、，花踏類

のより委蓋蓑辮性のものほど妻難度が｛践い、，

　これらのペグマタイト融あ摯方を形態的紅大別す鵜と

　P　ポケット状肇すなわち燐石申にごく小型とな、艶て

ほぼ球状を量するもの。あ鳥いは出入墾の多い不幾剣性

の小塊状学連続欧が認められないもの．

　幻　脈状となってある程腰遵績甑がみられ，恐もの．

　濁　岩塊状を呈し夫罷室莫の’大ぎなもの韓

に分けられる．

　ポ野ツト状のペグマタギトは謎隷してア　聴ライト懸花

騰碧～黒雲母花！、ま麟地域の高地帯／こ分布しン脈状のも騨）

はその範E翻を拡げて部撫にみられ，；岩塊状のものは花纐

ギ，駄中f生／塾！との磯界近くに発1嚢している砧なお艶ペグマ

タイト脈状紛方海は黒無婁母花轟！では花騰岩類の帯状構

造の方向に臨交する煮とが多い．

　この地城のペグマタイトは…般に共通L．て離洞性ペグ

マタイトで，ポケツトllメミのものはっねに1雌疑1驚を中心に粗

粒化したような状態を翠L、，脈状の崖のでは贔洞は脈の

伸長方向に繍平状鐙断続し，糧粒部がそ漁，を包むように

してのびタその贔洞麟翼分では脈は驚摩し悌ぐいる欝装簿簸状

のものでは戯溜は形および賦存の状態は不宍鰯であ惹、，

　毒．鷺構成鉱物

　羅地域のペグマタイトから磁．す幡鉱物は現諮三約憩1懸が

知られている。これらの鉱物ぴ）分布・晶／葦の状態は簿地

区との問にかな婁の亦仕二がある（第i表）鼎

　主率舞威誌鉱4勿から＿の／斑圭成のペグマタイトは

　瞬　華薄ζ・力声長蕎および1薦讐翼母から獄るもの

　1）〉石英を1窯蔦て臼雲母を伴うもの

　の　石爽：を主としタングステ潔・階リブデン・銅など

の金属鉱物を伴うもの

　の単純石英脈

に分けられるが，全般に石英がつねにそ鈴1コ体である・

、戴た繋アプライト議総続娼およむ、、！ぐ雲母花翻フ審中で1意薄糞

｝機の臼雲碍⇒の存書三がとくに薄欝しい、、

　そ慧わ部纂の鉱物では次のような撫とが分布嚇乱特翫～さ恵．

る、、

　イ）水贔はほとんど1金般1にわ翫ウて産出するが墨花纐

嶽類鰻体の東および購側の周辺部のペグマタイトでは鹸

溺がないのでここでは欠けてい翫

　享衿耀素を含む鉱物ともて，電猟石はいずれも量は少

ないが各地にみられ，しばしば水贔に包有されているぐ当

地域の電気石は三角薫．柱状の結晶を示すことが多い）斧

石は塩基性岩申のペグマタイトでみられる。

　ハ）緑簾灘も広く各地に命布してお蘇，酸性の花騰嚢

類のなかでは水贔／こ包有されてでることが多い。

　瓢）鋳1素を含む黄遜施蛍石・（弗素）燐灰石と至熱を含

む緑柱薫ず・ガドリン石はとも1瞬駿性¢）花1菱，輪のペグマタ

イ1・蓑1擁期澱られ撃とくに1　母花轟郵事わのフ奪亀ケッ1・状ペ

グ㌧詳タイトに多く難1象って㌔・る趣

　ホ）希土類養属を含む鉱物は1・1裏央の酸性花嵐岩類地域

雛一ぐ5塩㌘）
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餓3麟　　㌦グ　タイト分携甦1

1．本繋輝灘蜘金鰺蟻》謎ダ5か巻麟憲轄

轟．　　　ぽ　　1　藝．

鱒．　哲　難　f舞　　遺玉、　大菩　薩　峰

八幡期難 4．

嚢．　鱈　　繰

のペグマタイトでは黛ナズ纂・ガドリン饗，寂た御岳昇

仙映付近の黒雲母花嶽岩中では褐簾署・ガドリン石・ソ

凱ルグソy蕎・タレン石などが少量知られ，花嶺岩類鱒

体の東部燭辺部の塩墓性岩中で嬬褐簾着が報ぜ戦れてい

る愚）◎

　へ）輝水鉛鉱・黄銅鉱・黄鉄鉱等の硫化鉱物撫灰藁石

および鉄重石4）タング馨チン酸鉱物は花轟閃緑岩中のペ

グマタイトにみられる．

　尋．蕪　水轟の鹿出状懸

　水鼎はこの地域の主要なペグΨタイト鉱物として贔洞

申に鷹し，多くはその側壁に群生するが，ときに鱗伏鐘1

雲母に談ウたく包窟れ鰯周完全となる。麟瀬におけ絡群

生状懲は，つねに生長の方向も大きさも繍々厳ち窟ちの

無統制を示すが，色・愚相等については岡一躍湘では多

くは共通する．

　紛　色にりいては次の各色に分けられる．

ω　無色・霞色および無・粛色の混ざるもの

勧　煙一黒色のもの

い〉紫色の懇の

舗緑魚のもの
　以、1二のうち，勧・を、）は黒平北部妻雛区の黒雲母花縞操｝中

および八幡地区の1部のポケ1ソ1・状のペグマタイトに隈

られるが紫色のものはきわめて窪れである・図は微細な

繊維状の緑簾石を包有するものであって承品峠地区に多

い。その他の地区ではωに属し，とく瓢八幡・黒平向山

および乙女鉱山の各地嬢では無色透明の美麗癒ものが多

産する．

　を》）離湘には

紛柱状
＠　糠1状

繕一（澱暮）



第豊表　 各地のベグマタイトと塵鵡鉱物 ⑬跳較的多疑　○繋懸　ム匙較輪少　滋舞

；旧［r㎜“　黙［㎜r㎜
鴛響君

番1地猛嘱‘
馨　　　　　1　　｝

母　　岩
ペ　　グ　　マ　　タ　　イ　　ト 産 轟 鉱 勃

状 1形 翻鍼廠霧認簡黄・饗三墾響蕪灘蘭繋竺璽．

茎
麟獲◇瀬屡難魁駆藁難総酬ポケツ即英　同
1鍵鍵㌧菰縄△醜．㎜．．岬．．㎜．．1、球．．状セ墜慰

　　｝

窃馴

　　きまら
2　　．尺

評蕩図畿饗場濠轟漢難i漿ケツ，☆
　…花　　醐　　岩1竃む．　　　　　　　　　　　　1（三部）　　鶏
　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　1

英・

麟　灘

i◎1

　「

雲

蔓

篇
1　　轟
人

駕
ε

荘

韓

水　贔

無平淘窮

　　　　　傑齢鶏躍裾鵬％磁
懸鋼藏劉奮薯郵鰻鶴暮ぞ雛獺、
　　　　　i走っ丸籍る．アプラィ野には微纏な．
　　　　　罎蝶羅藩多く蒸英綿“激熱瀬があ籍

鎌

　l

　l

状F
　l

英

Ol
　l　l
OPi△i雌

乙女鉱毒 鷹齢潤織岩、

…大孝く発達するペグマタイ抄雛石英・

…欝潔魏職躍翻籍塊
ングステ諺，モ夢ブデンなどを禽む、

1鉱物を痒籍，申央鋤では1蓉繧聡英の
、みか疹な蔦、語翼紅叢む．

財

1難雲灘乾趨肉

i　　　　　獅・縁　　　　凝

緯×韓×懇難大（県選：騰で．曇察）
燕洞がなく費それ紅代わるように繊・
維状鈴縁簾屡潜中心藻紅ある斧要を
幾んで中央　駕うめているの

麟駕鉱海i麟麟編讐「
　　　　　r藤　　　　　篇l
　　　　　l1

状1爆

　1！

蜀◎i
　l　l
　l　l

　　　　議．募ジ㎜rr爾

幽ッ蹴躍・螺1・ゆ屠1
　　　　母　　l　l
　　　　　　　　i　l　t

蓼　，竹 嘉簸姦薪匪竺

　課霧鯨鱒麟葺と砂岩芝の境界に・
発藻でる嬢摸の大きなペグぐタイト、擁
銭藁i藝嚢塊，大きさ馨懸登璽登×蓋窺、

1脈

　き

1△i△ロ

I
lO
l

　し　　
　1

　『
　ミ引

　　　　1
　　　　　き　　　　　『

　　　OP
　　　　　l

　　　　　き
　…
　ξ
　ミム1
　「i
　I

　i　　「

剣劉
　l　l

状i石

鐵1竹　難　緯
晒葬ロ　砺　i

侮幡界嚢騨謹，体〉

∫
！脈

i

英i釧
旨i
／　…

”長薪i
石芙・撫雲
母

》，濯1

’モナズ石

　」

勲　壷豊一韓繍ルンフーレス　　八購羅欝㌧（原趨・難繕）
i脈 状

　　　ミ
　　　「

1口　　藁
　　　　　　　講
　　4　　　　　一一
　　　　　　　懸
　　　葎ナズ石猛
　　　…ガドジン　籔
　　　覆ぎ　　蟄
　　　　　　　㊦
　　　　　　　鍵
　　　　　　　識
　　　　　　　ぎ　り
　　痢　　叢
　　　　　　　ケ
　　　　　　　、ノ9

F　i
　　　　　　　～㍉　　　　　　　畷　　　　　　　　吻　　　　　　　織
　　　1　　　　凝
　　　き
・Fd　　窺
　　　1　　9
　　　1　　　一一

　　　　　　　　　　　　　　　灘　　　　　　　㌦－　『

！羅」

i　　l

1力野夢ン繊
1　　・フ
i翻ダソン

陰㌘
「攣石



雛質調甕轡蝿報　　（第i7巻　第蓼　号）

篤　黛　嚢　　 水贔の躍1；i；1誰匿分紅　よ　灘分嚇

地　 墾乱　峯

。敬

華　北

幡

簿£　1角　 出

アk　　　鵡　　　1峠

乙　 二女　 鉱　 lil

竹

、グマタ・
柱 状 毒猷　　尊黄

蕪」：　　岩

のヲ影毒柔
　　　　　　　　　き多1………！i曽辞iガジ癖ス残単
　i一式双躍彗式双羅痔式双躍……

ア

花

花

翻

糊

ずライト質
縄

轡

照　　ポケット状
顯　　　（／都）
母
、焦　　ボ秒ット状
穏

置1二　　繊隻　　　彗費

騒取　　　　状

．騰　塊　 状

嚢　　　鳩　　雛 状

◎

◎

◎

◎

◎

◎

箏、　li、零践　　　　1、

購　双　晶1　　顯
　　　　　1自自

▲

△ 認

∠謹

◎

」

△

○

◎

○普灘　　、煮少乳鎌・　　ぎ懸

⑮

　と概略区分され，第驚表に．凝喜相と地区婦1褒轡およぴ’ペ

グマタイ1・との関係を示す、，

　以上のうち変形となるものに，黒平北部地区で柱難1が

階段状を鍵し不整な生長を示すもの，水鹸峠穂区で／震三醐

の途申がくびれて筆頭状を呈するものがみられる（図版

婆参照穿、

　｛⇒　包有す難鉱物として

　八幡および黒平北部耀区では電舞苓・熱雲母が水晶峠

地区では緑簾石・掲鉄鉱（黄鉄鉱後），乙女鉱霞鍵、匿で

は一黄鉄鉱・自鉄鉱・黄銅鉱・輝水鉛鉱・輝安鉱・硫獄鉄

ら
鉱 ・硫批銅鉱などきわめて多種紅およぶ。

聾．　おわりに

　金峯“轡嚢における地質にっいて従来の資料を総合し，

若干の知見を記したがラ母艦の膿質騒分とペグマタイト

の様相との関連は，花縫署類の生成過程1こ多くの示唆を

与えると考えられ，詳細についてはなお今後の醗甕を叢

ちたい。　　　　　　　　　　（昭和4謹年3屑）
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図版1

図版　1　安山岩を捕獲している細粒角閃看石英閃緑岩

　（三富村徳和部落内，（2m大転石）黒色部は安山岩）

図版　2　角閃石花闘閃緑岩中のペグマタイト細脈

　（牧丘町塊平一生捕間）

図版　3　細粒角閃石石英閃緑岩中のペグマタイト細脈

　（牧丘町真智西方）
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　図版2
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図　版　4　金家山地域のペグマタイト鉱物の若干（写　真　正井義郎）

灘融

琿贈

a．板状＝日本式双晶水
晶乙女鉱山地区　×0．9

b。板状；日本式双晶水
晶乙女鉱山地区　×0．9

c．板状＝日本式双晶草

入水晶水晶峠地区
×0．9



d。　柱 状：エステレル式双晶水晶

乙女鉱山地区　　　×0．9

鱒

蟻

鍵

欝

驚

e．柱状二黒水晶

　　　　　下方は電気石黒平北部地区

　　　　　×0．9



縄

f・錐状および板状　草入水晶（右端は四周完全で累帯構造を呈する）水晶峠地区　×0．9

9．柱状

鵜

柱面が階段状の煙水晶，先端は紫水晶となる累帯構造を呈する

黒平北部地区　　X　O．9


